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SĴ

-;
©
:
®
5

右

拾

八

ヶ

、村

小

前

村

役

人

惣

代

.ぺ
::
:
:
:ー!'
-:
;
.
;

ー
：
：
.
へ

:
 

名

主

都

‘

吉

:

•■
:
.
:
. 

:

バ
；

:
:

 

:

_
遍

守

：領

分

、

.

.
：
：
；
、
.

)

.

.;-

.

ゾ
•；
；
，：.
.ソ

:

-
V:「

へ

'.
;
: v
v

:::
>

.

i
 

.

.

本

M

‘

_
: 

/
j
U

六

，(

三
ニ
四

0

安
，部

攝

津

守

領

分

■

'!

'
- :
爲

同

都

篇

: «
.
.
:
ノ
.
.
.
.
ツ

へ:
:■
■■
.'
 

&

平

K
f

守

蒸

::
:
:
.
，
.
:
:
.
.
”

.
，

：
：
八

 

M

野

獮

疆

激

姘■

:

バ

'

、
资

邏
_

領

分
;:
':
.
:
:
:.
;
:

..
一
.
:
.
.

'
s
^

^

^

^

^
',
:
:
.''
:
、

_
.
,
同

領

分
：
.;-
:
.
:
'
, 

V

 

::
::
'
;
同

：
_

::
^

伊

勢

方

村::
;

:

:

.<' 

ぐ

同

領

分

；
-;
'
'
:べ

.
‘
..-
-

.:

”

.
■,
'

■
:

同

州

词

郡

潜

濟
. #
村

：
'
.
,
;
.
.
:
一

丨

_
掘

ド

歎

';
:

'

.

#ー

む

：:'
:

:,
'

:

:'
'
;'
. 

■

灌

藏

？

;:
:

T

V

V:ふ

-,
.

同
#.

同
：郡
内

>
嶋

村

：

：
ぐ
ン 

一1

還

守

■

彳 

，
，
同

州

凋

琊

沖

脣

:.
.
.
:
'
'
:

)

■'
.'

_

領

分

；.r

r

」」

-:
'/
:
J
 

谷

邊

泰

安

f

 

f

に

.

. 

啷

遒

與

タ

1

ノ 

m

田
猶
治
郞
■

:
.
:ジ

'

.

.
同

州

陳

郡

沖

村

ノ

丨

'
' 

木

下

本

馬

丨

卜

.
卩

:

知

行

所

：

曾

へ

將

監

.知

行
所

-

 

'，

同

州

同

郡

血

沼

村

::
:
:
 

大

久

保

駿

河

守

知

行

所

■
:,
..
,
.同
洲
同
郡
上
藪
免
种'/
;
/ 

，
も

同

知

行

所
'-
:
'
'
:
;

:.へ

 

.

.'

.
■'
.
向
州
爝
羅
鄭
明
戶
村
：:' 

;:
询
知
：行
所
：.
,■
'

'
;:
,
: 

.
,
,
',-
•
'
.
'
同
州
同
都
渐
井
村：' 

:.: 

肥
田
健
治
郎
知
行
所,

■
:
•.
同
州
#
^
郡
大
塚
嶋
村 

淸
水
.領
知
：V
V-
'
.
/
.
、
:

〜

 

'
.欠
久
保
筑
前
.

{

寸
'

,
大

久

保

三

十

郞
 

室

賀

飛

彈

守
 

,

內

藤

帶

刀

知

行

所
 ̂

。

：
.

 

數

原

通

玄
 

佐

久

間

與

市

：

大
久
保
十
五
郎 

_
同
州
同
郡
新
敗
村:

松
平
大
和
守
領
分 

•

同

州

同

郡

西

鵃

村
：：：

ン 

元
：三
.拾

贰

ク
村

惣

代 

當

時

拾

五

ヶ
村

惣

代

.

谷

邊

泰

安

知

行

所

.

灾

保

年

間

涞

谷

宿

助

鄕

出

入

.

.
-
0
, 

,

同
州
榛
澤
郡
沖
村.

:

;

.■

.

.

:

'

ニ

 

v

.

,

.

^
 

名

主C
 
忠

兵

衞

，

.
•
.
.
天
保
五
年
.午
辛
八
月
，：
.
■
- 

-

,

入
：

■ 
.
■:
:
、
御

奉

行

脈

樣

 r

 

, 

'

.

:

前
書
之
通
リ
熟
談
仕
曾
我
豐
货
守
江.濟
ロ
證
文
奉
差
上
候

IL

忖
爲
後
日
寫 

入
取
替
置
申
候
以
上.
.
.
：
.

•
 

.

;
:
.
:
. 
一.

..
1

 

>

%
に

ょ

り

、
.：訴

訟

方

の

瓔

求

が

貫

§

れ

、

熟

談

內

濟

の

形

式

で

は

.あ 

J.

る

：を

せ

土

從

來

の

助

鄕

惣

代

，

問

屋

場

帳

付

け

が

猶

陣

す

る

と

，い

ぅ

宿

方

： 

側

の

敗

北

.が

宗

さ

れ

.る
"
；
卽

ち

、
；
問

題

2

ニ

分

通

り

餘

荷

勤

は

宿

方

に

て 

負

擔

す

名

事

ど

な

;0
.、

又

不

拂

と

な

っ

ヤ

-\
>
た

賃

錢

も

訴

訟

方

*<
0
村

々

.'に 

對

し

て

ば

支

挪

如

れ

る

事

と

な

っ

た

。

又

諸

家

通

行

の

節

の

:臨

時

的

な

ル
 

馬

提

供

；に

當

づ

: ^
':
%
:豫

.め

算

定

令

し

、
‘
過

人

馬

の

な

い

懂

割

り

當

て

ジ

れ
 

.る

事

之

爷

>落

着

1>
た

;.
0
;
:
ミ

^

^

^

^

.̂

な

お

こ

の

^

書

の

馨

各

の

部

分

'に
.っ
：い

て

若

干

補

足

し

H

置

か

ね

ば

な
 

ら

な

い

。
，相

手

め

最

後

‘と

a

而

_

訟

ガ

江

' ^
か

候

オ

八

ヶ

讨

に

出

て

來

る

_
 

大

久

保

彌

右

衞

門

知

行

所

、
，
同

州

同

郡

上

：野

村

と

あ

る

ゆ

上

野

豪

村

で

は
 

な

：
い

か

，
と

思

わ

.れ

る

。
，
理

由

ば

，

後

述

ず

る

如

く

上

野

臺

村

名

主

利

左

衞

： 

門

が

こ

の

出

入

に

關

し

相

手

側

で

あ

っ

た

事

は

確

寶

で

あ

り

、

又

同

村

は
 

後

に

小

前

の

み

_

訟

側

に

加

っ

た

"

し

か

し

同

村

の

名

は

こ

，の

史

料

に

は

‘

丨
 

一 

ニ

七

Q

5

S

V

i

I
j



.三田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
三
號

. 

■

•
.
'
• 
C.
 

.
 

. 

. 

.

V

.

- 

• 

.

.

.

.

.

.

.

な

く

、

且

づ

名

主

名

が

同

じ

で

あ

り

、

地

岡

を

見

て

も

旛

澤

郡

內

に

上

野
 

村

は

存

在

し

て

い

な

い

瑱

に

よ

る

。

I

.

.

.

.

.
三，
.
 

.

'

■,
'

述

べ

た

如

く

、
々
出
入
は
：
一.：.馨

蕾

し

だ

。

し

が

.し

、
ハ

個

々

の

村

^

■
.,
.
 

0

い

て

言

ぇ

ば

問

題

は

馨

：で

あ

を

。
.そ

の

：1
例

.と

し

て

敕

：に
.上

野

臺

村

.

：
.
：
： 

を

選

び

こ

の

出

入

の

一

村

内

に

お

け

る

進

展

の

狀

態

に

つ

い

け

述

べ

て

み

.-
 

た

：い
。
..但

.し

利

用

し

た

史

料

は

'「

天

麻

五

年

午

九

月

次

十

：
一

月

'中

迄

咄

入

.
 

小

前

苗

姓

百

四

人

か

村

役

入

相

手

取

差

上

候

謎

狀

之

寫

並

龙

答

書

之

啪

.

」

' 

.
■ 

と

題

す

.る

前

記

出

入

の

落

着

に

際

じ

小

前

と

名

主

等

と

，の

間

に

生

じ

た

事

.：

.
'
 

件

に

關

す

る

册

子

で

、

同

村

の

割

一

聖

主

の

控

書

で

あ

る

。

V

;
>
_

(

註)

.

.

.

.
、

•
: 

/ 

.

ま

ず

小

前

侧

よ

り

.の

餅

狀

に

從

わ

：て

前

記

：の

出

入

が

こ

の

村

で

如

何

に

,

迎
 

れ

た

か

を

遞

.し

よ

ぅ

。

.
：
"

；
：
：
•
.
'
:
.
.
.
.
. 

. 

'
r
.
.

(

註)

/
伹
し
こ
の
訴
斯
は.提
出
：し
.友
日
附
が
落
ち'て
.い
る
。
レ
か
し.文
..
.

へ 

面
：
か

ら

押

：し
て
、
.
前

記

濟

：ロ
.

證
文
の
.後
に
相
さ
れ
た
：事
は 

い
し
、
又
と
：の
，訴
狀
に
對
し
湘
手
侧
：の
返
答
書
が
天
-#
五
年
十
^
に
.

- 

.

出
さ
れ
；て

)

い

,&
:か
ら
、
.:
:疋
確
な
白
付
け
は
不
明
で.あ
：
る
が
、
：
同

年

の

■■
■
'

■'
: 

V

A月

乃

至

十

月

の

訴

狀

：で

表

ろ

う

0'
:

-'
V

',
、

::
'

v
 
二
-
.
'
.

 

.-
:
、上

野

豪

村

の

小

前

百

西

人

が

_

設

侧

に

立

.つ

，
に

至

：
つ

於

9

ば

、

--
|1
]記

の
，' '
. . 

出

入

，
に

お.い

て

、
.：同

村

名

主

が

首

姓

に

無

斷

で

コ

ー

：

|

分

通

餘

荷

人

馬

以

來

' 

相

對

一

而

.可

勤

遣

旨

内

々

取

極

メ

壹

ゲ

村

■

判

^

の

書

付

を

奉

符

宛

ぬ

提

ソ

、

： 

&

>
た

事

が

值

接

の

猢

機

と

な

つ

.ヤ

い

る

？
.
こ

れ

を

知

づ

た

小

前

は

、

訴

.

'談

方

が

最

初

.のS

ケ

村

か

ら

次

第

に

櫥

大

し

て

行

く

に

'O '
:れ

v

- ,
1

同

打

:■

'
 

~ 

ー
1
一

八

-

3 

ニ

六)

/

寄

相

談

仕

候

所

素

々

困

窮

之

村

方

、

季

明

之

餘

I

勤

其

上

過

人

馬

觸

當
 

種

々

不

芷

之

取

斗

江

請

候

而

ハ

追

年

困

窮

ニ

、胳

リ

、

御

年

貢

御

上

納

二

茂
 

.

.差

支

候

は

曆

然

之

，義

歎

ヶ

敷

、

依

之

右

議

之

赃

々
」
：，

を

名

主

に

掛

合

に

 ヾ

及

ん

だ

：
0
 

.し

か

し

勿

，蜜

主

の

方

で

は

岛

等

の

疑

軋

に

對

し

，
て

.
は

覺

も

な
 

:
:く

受

け

付

け

な

い

。
：
そ

と

せ

小

前

達

は

天

保

五

年

ニ

月

、
•先

ず

領

主

の

許
 

、
可

.を

'獲

た

上

で

評

訟

カ

：へ

加

わ

.る

事

に

な

づ

た

。

但

-:
1
.
こ

の

際

小

前

す

べ 

'
て
.
.が

；
ー
：
致

し

た

わ

£

で

は

な

<;
,

四

十

五

人

.の

者

は

「

相

手

之

£

利

左

衞
 

門

パ

.

=

名

主

>
# '
次

郞

：

(

=

年

寄

>
'半

兵

衞

^

牟

寄

)

.江

內

緣

亦

は

無
 

.
餘

義

筋

有

之

.

由
：.

- ，
而

同

意

不

仕

」

、：

と
，の

事

件

に

.關

し

て

ば

一

l

i

 

と

ど

.っ
：た
：
。
，
、
;-
'

- >

.

と

ご

ろ

.

.で

出

入

は

前

述

の

；
如

ぐ

八

月

に

ば

熟

談

内

濟

に

終

り

、
‘

一
一
一
分
通 

.餘
ト
i

賃

銭

.は

相

手

方

ょ

り

割

戾

さ

れ

る

答

で

あ

っ

た

。
.
事

實

最

初

訴

談
 

'方

.と

な

っ

衣

四

ヶ

村

、
.合

' ¥
¥

七

百

.三

七

一

石

に

對

し

て

は

.

r

三

分

餘
 

:

荷

賃

凝

.、

寅

卯

辰

：
三

ヶ

部

分

刎

錢

割

洽

都

合

金

三

拾

四

兩

三

分

*-
-
.
が

支

拂
 

■'
.
;わ
れ

：て

い

?>
'
.。：：と
伫

ろ

が

上

鼢

臺

村

に

ぉ

い

、で

は

名

主

が

相

手

侧

で

あ

っ
 

:
た

.と

い

：ぅ

關

係
.か

ら

か

.、

高

卧

百

石

に

對

じ

、

本

來

な

ら

ば

五

兩

餘

が

割
 

V
り

戾

さ

れ

る

べ

き

處

、
へ

'
懷

が

錢

九

吉

七

十

七

文

の

み

し

が

受

取

っ

て

い

な

、
 

い

と

名

主

が

主

張

.し

て

い

.る

事

：に

對

す

る

疑

問

が

.こ

の

訴

狀

の

第

一

の

訴
 

r
因

A

な

っ

て

い

各

。■

第

ニ

の

飾

因

は

訴

訟

費

用

の

：分

擔

に

つ
い
て
で
あ 

る

。
：
_

狀

が

最

初

四

：ヶ

村

か

ら

^

さ

れ

' '
'
'助

鄕

殘

り

三

十

ー

1
ヶ

村

の

惣

代
 

.

.が
出

府

し

陳

述

：
.1
;
た

時

の

金

_壹

兩

比

名

主

か

ら

小

前

へ

'割

り

當

て

た

の

で
 

:

是

ね

反

對

し

た

：が
「

品

能

审

狂

し

取

立

候

潰

さ

控

へ

割

戾

レ

て

ほ

し

い

。

:
又

、
.逆

に

小

前

侧

百

四

人

が

訴

訟

側

に

.立

っ

た

時

.の

出

入

中

の

入

用

全

額

:；

.

.士

負

擔

し

て

い

る

が

、
.：
是

ば

殘

り

の

四

十

五

人

も

負

謂

べ

貪

祀

ん

る

。

：：： 

:

.

.裔

.こ

の

中

に

は

こ

，の

割

合

を

差

出

す

心

底

め

：者

趣

务

が

名

虫

等

が

故

， 

障

を

申

立

て

出

錢

し

だ

^

.

:是

等

の

！g

事

實

は
--
-
,
利

左

衞pl
l

重

立

私

欲

不

： 

-

:實

之

取

斗

ひ

准

、
村

爲

は

不

心

埤

ヶ

諸

5

:

已

之

霧

へ

U.

扼

ミ

：
マ

眼

前

右

一
 

牀

不

芷

之

筋

」

と

し

.
Xそ

.の

究

明

方

を

訴

^
!出

た

：の

で

あ

る

。'

.是

に

對

し

て

‘名

、
：
土

利

左

衞

£

は

代

親

宇

兵

衞

の

名

で

.儿

そ

次

の

如

く

返

,

.

.先

ず

第

：1:
:
:
訴

因

_

對

;1
.
'て

：
は

、

：
割

1が

/ >
:

額

に

な

.つ

お

0.は

肋

鄉

芽

.
 

r

-,:.:

十

六

K

村

の

.狗

r f
訟

四

ゲ

村

を

除

く

殘

.り

I

一
 
1十

1.
.
|ゲ»

に

對

し

金

四

中

兩

「 

”

め

麗

し

が

あ

令

た

^

^

兩

は

筇

け

允

置

^

た

灌

徐

の

酒

造

^

^

屋

勘

へ
 

:
..
?
:'-
:
'逋

佛

が

缺

落

.1

.
尨

の

で

基

钇

引

き

(

：其

外

割

場

入

用

を

引

>

村

方

へ

、請

耽

.
 

へ
-
:つ

た

金

額

は

：
金

贰

步

g

錢

芑

賞

七

拾

七

文
''
:
.
'玄

の

内

が

ら

更

に

；
蘇

 

- .
对

差

出

加

肋

鄕

御

願

入

用

い

有

君

様

御

节

向

炎

用

宿

助

人

馬

肋

成

濟

合

入

'
,
 

■.
.
.
'
ー

用

广

五

蟛

四

孫

三

拾

文

差

引

し

ノ

き

-^
^

り

叱

僅

が

九

‘百

西

ゼ

七

次

ど

^

:

て

じ

束

タ

_

,

.是

を

：高

_

り

に

す

れ

ば

'
:

」

^

譽

は

，ーー

」

ー
吝 

小

額

に

な

つ

.
-て

し

ま

ぅ

。

■ 

•

火

' 

.
:
第

ニ

：
.の

訴

因

、

||
)

-ち

訴

醫

用

の

分

擔

欧

：
：
り

：
い

て

：
は

>

/J
V
前

等

が

割

嚴

： 

'

も

を

要

求

レ

て

v:
v
:る

.金

豐

兩

は

.、
云

姓

代

及

び

與

頭

速

印

: 0
上

眾

答

た

ぐ
 

,

:

i 

:

事

で

お

な

堡

今

更

是

舡

腦

ず

る

事

ば

出

來

だ

い

。
し

又

小

觀

の

岑

に

ヤ

:. 

. >

:
負

擔

ん

て

.い

る

久

用

金

：
六

兩

に

，
つ

.いV

ば
，旣

に

當

春

^
.
:

「

林

從

人

之

利

解

；

>•
■.

を

不

取

用

、
一

多

分

之

入

羅

遣

ィ

今

更

難

跪

致

.し

候

由

1-
'

_
で

負

擔

が

3
3

 

.'
來

な

い

と

言

ぅ

の

は

S

寛

手

荒

之

掛

合

-一
付
不
行
®

儀

」

-
で

あ

る

。

是
 

,

を

負

蹲

し

な

い

小

前

四

十

五

人

及

び

村

役

ス

合

計

五

十

六

人

の

者

は

「

去

天

俅

年

間

深

ハ

介

宿

助

鄕

出

人

/'
, 

%

'
.
.
.
年

ぶ

S

作

引

醫

雜

ニ

而

御

f

貢

諸

承

錢

等

出

來

兼

候

程

之

年

柄

•二

付

費

-
 

>:
入

用

|

^
候

雨

は

亩

姓

取

滅

出

來

兼

」

ソ
る
者
：で

あ

.

、̂
.
.出

す

べ

き

筋

合

_
 

の

も

め

.で

.は
な
い
。

ノ

.

■■
ソ

：
：
：
，:■

•:
:
,
:
名

生

利

左

衞

門

ょ

ヴ

の

返

答

書

を

耍

約

寸

れ

ば

右

の

，如

べ

な

.の

で

あ

る

け

.-
:

'

.-:
W 
一
 

c

;-
'

:-
:
.
'
、<:
-

:':
-

:

.

.
■:
.

;:
:

■'
.
'

:

諶

件

は

そ

め

後

間

題

么

が

っ

た

小

前

亩

四

人

の

負

擔

金

穴

兩

を

砠
 

へ
^

艘

人

兹

小

前

鸱

十

芄

人

.ょ

；
り

受

取

る

事

に

.ょ

つ

て

落

着

し

、

同

年

十
 

,
1
ニ

序

に

餅

电

宛

め

訴

狀

取

0 ;
'
-卞

げ

.の

.書

付

が

潘

各

れ

て

'い

夸

'
餘

因

の

ソ
 

他

の

ニ

.つ

.，は

恐

ら

く

こ

：れ

と

交

換

條

件

で

本

間

に

附

才

る

事

に

な

つ

た

も

:
.'-
:

*
件

办

槪

要

は

右

に

見

て

來

だ

.如

く

.で

あ

る

が

、
:>
.ぃ
こ
'で

名

生

、

村

役

：
 

人

更

に

は

小

前

泗

十

甚

人

ど

訴

訟

侧

の

小

前

莨

四

人

と

め

對

立

疗

基

礎

に

ノ
 

:
.濃

的

か

何

等

か

：の

腻

锍

が

な

が

づ

た

か

と

言

:.
5

事

で

あ

石

タ

i

が

な〗

.

.
#
の

ヤ

是

蚤

詳

細

：
に

述

^

る

事

ば

出

來

众

：い

が

、
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